
中学校理科を中心とした、エネルギー環境教育の取り組み 

                              津市立一志中学校 足立卓哉 

 

１．主題  身近な自然環境に触れ、感動や思いやりの心を持ち、環境保全・再生に向けて、自 

らができる事を考え意欲的に実践できる子どもの育成 

 

２．レポートの要点 

 

 

 

３．レポート 

①概要 

学習指導要領での「放射線」に関する内容は、 

 ア．エネルギー 

  （イ）エネルギー資源 

人間は，水力，火力，原子力などからエネルギーを得ていることを知ると 

ともに、エネルギーの有効な利用が大切であることを認識すること 

（内容の取扱い） 

イ アの（イ） については、放射線の性質と利用にも触れること。 

と記述されている。 

東日本大震災に伴う福島第一原子力発電所の事故により、エネルギーや放射線を身近な問題とし

て実感する機会が増える一方、様々な情報があふれ、事実を客観的に捉えることが難しくなってい

る。放射線に関する量的概念が欠如していることや、複数の聞き慣れない単位が混在していること

から、示される数値の意味を理解できていないことが多い。 

そのため、放射線や原子力の利用そのものに対して、漠然とした不安や嫌悪感を抱いている生徒

が少なくない。また、復興をすすめていく上では、放射線汚染に対する恐れからガレキの処理が進

まないことや、放射線被害から避難した人を差別する事象も起きている（２０１２年第６４回全国

人権・同和教育研究大会の報告より）。 

そこで、本単元では、これまでに学習した「エネルギー」と「粒子」に関する内容から、エネル

ギーや物質の利用、環境の保全を日常生活との関わりの中で総合的に捉えて学習を進めていきたい

と考えた。また、エネルギーに関する事象を科学的に考察し、広い視野で、今後の日本のエネルギ

ー政策の在り方や、自らの行動を適切に判断できる資質や能力を養いたいと思う。 

特に放射線について、霧箱や簡易放射線測定器等を用いて、身近な放射線の存在とその基礎的･

基本的な性質などについて、観察・実験を中心とした体験を通して量的概念を学ばせ、習得した知

識を活用して放射線防護の方法を見いだすなど、学んだ知識が実際の生活の中で役立てられるよう

に工夫していきたいと考えた。単に、理科の単元として学習するだけではなく、道徳・人権教育や

防災教育とも関連づけ３年間を通じて様々な観点から知識を深めていくため、専門分野の方にお越

しいただき出前授業を実施したり、修学旅行において行程の中に学習施設を入れるなどの工夫をし

ている。 

 

自分たちの生活を見つめ直し、環境学習を通して、自ら考え実践できる生徒を育

む取り組み 



②本年度の取り組み 

  

◆人権学習で 

放射線被害から避難した人を差別する事象について、同年代の子どもの人権作文を読み、その不

当性について学習した。 

 ◆２学期の取り組み 

 第1時   ３年生理科『運動とエネルギー 第５章エネルギー資源とその利用』の放射線につ 

いて部分を、１年時の学習のふり返りをしながらの事前学習 

第２・３時 名古屋大学名誉教授の青山隆彦先生、中部原子力懇談会より事務局長の田邊博明さ 

佐古さんにお越しいただき、講義と実習 

＜講義内容＞ 

①放射線って何 … 放射線の種類、性質、単位などについて。 

②放射線ってどこにある … 人が食べ物の摂取によって受ける放射線や、空、地面、空気など 

から自然に受ける放射線の強さ、影響などについて。 

③放射線って役にたつ … 放射線は、工業、医療、農業、計測、環境保全など様々な分野で利 

用されていることについて。 

④放射線は医療にどのように使われている … 放射線は診断、治療など今では必須のものにな 

っている。特に治療では、がんなどの患部を切除しないため、機能の温存が可能、長期の入院 

が不要など人にやさしい治療であることなどについて。 

⑤放射線を受けたらどうなる … 受ける放射線が少量では健康に影響はありませんが、量が多 

くなると健康に影響が出てくる可能性がある。どのような強さの放射線を受けたら、どのよう 

な健康影響が出てくる可能性があるのかなどについて。 

＜実習＞ 

①霧箱の作製と放射線の観察実験 

目に見えない放射線を観察できる道具「霧箱」を手作りします。作った「霧箱」を使用して、 

実際に放射線が飛んだ跡を目で観察した。 

 ◆文化祭での取り組み『サイエンスショー』 

 本校の文化祭では、毎年理科担当の教員を中心に、様々なテーマでおもしろ理科実験を行って 

いる。そこで、手回し発電機を使って、発電の際にどれほどのエネルギーが必要な出演生徒とと 

もに、会場にいる生徒にも伝えることができたと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       オープニング                    発電の仕組みについて説明 
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